
令和７年度第３回敦賀市総合教育会議 議事録 

 

１．日  時   令和８年３月２７日（金） １３時３０分～１４時４０分 

２．場  所   市役所２階 消防講堂 

３．出 席 者 

        市   長  米 澤 光 治 

教 育 長  花 木 秀 実   教育長職務代理者   岸 本 松 則 

       委 員  中 宮 智 子   委   員  西 島 由佳里 

事 務 局  教育委員会事務局長  山 田 博 道      教育総務課長   中 川 有 希 

      学校教育課長  長谷川 大 紀      生涯学習課長  鈴 木 一 良 

教育総務課総務係長  刀 根 慶 太 

４．内  容 

（１）開 会 

（２）市長あいさつ 

 ・ 令和７年度も残りわずかとなり、令和８年度予算が先日の市議会において無事に成立し

た。今年度の取組の成果を次年度へと確実につなぎ、引き続き、教育施策の更なる充実に

向けて、教育委員会と協力しながら着実に歩みを進めてまいりたい。 

 ・ 本日は、「敦賀市学校業務改善計画」と「第３期敦賀市教育大綱・教育振興基本計画」に

ついて協議いただくが、是非とも忌憚のないご意見を頂戴したい。 

（３）協議事項１：敦賀市学校業務改善計画について 

◆ 事務局説明：資料１に基づき学校教育課より説明 

◆ 主な意見・質疑 

 ［ 市長 ］ 

業務改善により生まれた時間をどうするか。生まれた時間を少しでも新しい分野に回す

という考え方か。 

 ［ 学校教育課長 ］ 

  学校としては、子供と関わる時間を１分でも増やしていきたいという思いでやっている。

ここで言う関わる時間というのは、直接的な関わりだけでなく、教材研究など、より良い

授業を行うための時間も含まれている。 

 ［ 市長 ］ 

部活動や学校プールなどは外部委託される。「子供と関わる時間」という観点で、外部委

託するもの、しないものの線引きはしているのか。 

 ［ 学校教育課長 ］ 

  学校プールは、施設管理や水質管理等の「子供と関わる時間以外の時間」が大きい野で

あることから外部委託している。外部委託は行うが、授業における子供と関わる時間は確

保される。 

 



［ 中宮委員 ］ 

部活動をやりたい教職員はどうするのか。 

 ［ 学校教育課長 ］ 

部活動に携わりたい教職員は、届出を行えば可能である。 

 ［ 中宮委員 ］ 

学校と教師の業務の３分類（以降、「３分類」とする。）において、登下校の見守りは「学

校以外が担うべき業務」となっている。普段見守り隊をしているが、登下校時のあいさつ

がなかったり、元気がなかったりする。子供たちの様子を把握するために、登校時の姿は

見たほうがいいのでは。 

 ［ 学校教育課長 ］ 

  おっしゃるとおり、日によって子供たちの様子は異なるため、朝のあいさつの姿で子供

たちの様子が分かったりもする。 

 ［ 市長 ］ 

委員おっしゃるとおりだと思うが、一方で３分類において、学校以外が担うべき業務の

１番目に記載されている項目であるため、なかなか先生で対応するのも難しい現状がある

と思う。対応できる学校とそうでない学校が出てくると思うので、よく検討し、できない

ものはできないと言うべきなのかもしれない。 

 ［ 中宮委員 ］ 

子育て中の教員も大変だと思うので、業務改善は是非進めてほしい。目標値に「仕事に

喜びや楽しさを感じている教職員の割合」という項目があるが、数値の推移について今後

も報告してほしい。 

［ 岸本委員 ］ 

３分類で学校以外が担うべき業務とは誰が担うべきとしているのか。その相手と考え方

を共有できていないと具体化しないと思う。担うべき相手は誰で、その相手との調整を行

うのは誰なのかをはっきりする必要がある。その相手や方法によっては、校区間のバラン

スという問題も出てくると思う。 

［ 市長 ］ 

これまでの議論で、学校間で差が出ないよう統一するというのは難しい気がする。具体

的な対応は学校ごとに判断ということになるのか。 

 ［ 学校教育課長 ］ 

ある程度統一はするが、細かい部分は学校ごとの部分も出てくると思う。 

［ 岸本委員 ］ 

この３分類をいかに周知するかが重要だと思う。 

 ［ 学校教育課長 ］ 

   部活動の地域移行も初めは全然知られていなく、実現は不可能だと思っていた。しかし

今では国やメディアの周知により、スタンダードな考え方になっている。 

［ 西島委員 ］ 

どの団体も人手不足。普段ＰＴＡとしての活動をしているが、ＰＴＡも担い手不足。見

守り活動等への関心はあるが、仕事等で参加は難しい。担い手が少ない中で、高齢の方が

手を挙げてくださるが、連絡手段等の課題もある。そういった各団体の組織化という点も

課題になってくると思う。 



また、業務改善によって保護者と学校との関わりの希薄化が考えられる。信頼関係が失

われないように取り組んでいただきたい。 

 ［ 教育長 ］ 

繋がりや信頼関係は課題だと感じている。業務改善により生まれた時間で、繋がりづく

りができればいいと思う。 

［ 市長 ］ 

この協議事項１をまとめると、計画の方向性や内容は非常に理解できるが、外部の方々

に頼るところがあるのであれば、外部の方々に知ってもらえるような取り組みが必要とい

うところ。時間の関係もあるので、これで協議事項１は終了とする。 

（４）協議事項２：第３期敦賀市教育大綱・教育振興基本計画の公表について 

◆ 事務局説明：資料２に基づき教育総務課より説明 

◆ 主な意見・質疑 

［ 西島委員 ］ 

保護者にも周知したほうがいいと思う。Home＆School アプリでの配信はできないか。 

［ 教育総務課長 ］ 

対応させていただく。 

［ 岸本委員 ］ 

内容については十分に協議したのでいいと思う。教育振興基本計画において、いろいろ

な施策がたくさん出ているが、それに対するマンパワーが充分なのか。業務改善計画と教

育振興基本計画は表裏一体なので、どちらも進めてほしい。 

   各学校で人員の配分として足りているのか、シミュレーションしてみてほしい。 

［ 学校教育課長 ］ 

教員の数は教職員定数として定まっているところ。教員以外にも支援員等の教員以外の

いろいろな職種の方とともに学校運営を行っているため、必要人員を試算するのは難しい

が、各学校から人員について常に聞き取りを行っており、それに応じて配置を検討してい

るところ。 

 ［ 市長 ］ 

教育振興基本計画における取組み、特に新しい取組みと業務改善計画との両立は是非と

も考えていってほしい。 

 

（５）その他     なし 

（６）閉 会 


